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YasuhiroOKA*andTadashiYAMADA*:OntheWarpwithDryingand
WettingofWoodSurface
は じ め に
木材の吸湿乾燥にともなう変形一反りは,変形の発生時期,種類,大きさのいかんをとわ
ず, 木材利用上色々な形で障害となっているので, これに関連する研究も多い｡ 例えば







KASS21)らによって研究が進められ,膨潤応力は, NARAYANAMURTIら22,23,24), TARKOW と






















C.S∴ Crosssection,良.S∴ Radialsection,T.S∴ Tangentialsection
2:実験 Ⅰ
内部応力の測定には前報1)で用いたクサ1)天秤式片持梁曲げ応力緩和装置を用い, 蒸留水を














その後試片表面に蒸留水約 5mg/cm2 を塗布し温度 20oC湿度45%の雰囲気に放置したとき
に生ずる表裏面の歪および擁み ∂を抵抗線歪計および読取顕微鏡で測定した｡
実験結果および考察


























































5.参照)｡ここに D は拡散係数を表わすO しかし一定時間後に塗布表面には水分がなくなり
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C (x, i) dx
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Fig.6ほ x-0,x-hにおける単位体積当りの水分量 al,a2,拡散係数 D,表面蒸発係数
k,表面に与えた水分量 b(0)の値をそれぞれ 0.122g/cm3 (25% m.C.に相当する), 0.042
g/cm3 (8.5% m.C.に相当する),10~6cm2/sec4',3.5×10-3mg/sec/cm2 (乾球温度,湿球温
皮,風速から計算),3mg/cm2 としたときの木材内の水分量の経時変化を示す｡
さて木材が吸湿放湿を行なうとF･S･P･以下では木材はその水分量に応じて膨脹収縮する｡




























で表わされる｡ここに Sは t-tlまでに生じた compressionsetの量を表わす｡
Fig.7,8はヒノキ柾目試片の表面に約 3mg/cm2 の水を与えて温度 20oC湿度45%の雰囲
気に放置したときの eUj経時変化および ¢MLを示す｡両者の間のずれが α,'V(k,Ml),S
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